
 
Ｅ

Ａ
３

０
０

－
７

（
溶

接
器

）

○
 グ

リ
ッ

タ
型

ア
セ

チ
レ

ン
溶

接
器

○
 薄

板
か

ら
厚

板
の

熔
接

と
過

熱
作

業
に

。
○

 J
IS

 Ｂ
 6

8
0
1
 該

当
品

●
サ

ン
ソ

･ア
セ

チ
レ

ン
用

●
全

長
…

4
3
5
m

m
●

重
量

…
5
3
0
g

●
火

口
…

＃
2
0
0
～

＃
5
0
0
(7

本
付

)
＃

2
0
0

＃
2
2
5

＃
2
5
0

口
径

（
φ

m
m

）
1
.2

1
.3

1
.4

＃
3
1
5

＃
4
0
0

＃
4
5
0

口
径

（
φ

m
m

）
1
.5

1
.6

1
.7

＃
5
0
0

口
径

（
φ

m
m

）
1
.8

○
 耐

久
性

に
優

れ
た

竿
型

パ
イ

プ
○

 使
い

や
す

い
グ

リ
ッ

プ
○

 取
り

換
え

が
簡

単
な

バ
ル

ブ
ス

ピ
ン

ド
ル

○
 衝

撃
に

強
い

止
め

ﾅ
ｯ
ﾄ

○
 し

っ
か

り
止

ま
る

首
振

り
ス

ピ
ン

ド
ル

○
 イ

ン
ゼ

ク
タ

ー
部

に
特

殊
Ｏ

リ
ン

グ
を

採
用

○
 ス

パ
ナ

掛
け

付
角

型
尾

部
○

火
口

部
ﾈ

ｼ
ﾞｻ

ｲ
ｽ

ﾞ…
M

8
×

P
1
.0

○
熔

接
器

の
ﾊ

ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ操

作
は

や
さ

し
く
行

っ
て

下
さ

い
。

強
く
締

め
過

ぎ
る

と
故

障
の

原
因

に
な

り
ま

す
○

 熔
接

用
バ

ー
ナ

ー
は

酸
素

と
ガ

ス
を

そ
れ

ぞ
れ

独
立

し
て

調
整

す
る

ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
ﾙ

ﾊ
ﾞﾙ

ﾌ
ﾞ（

弁
）
が

付
い

て
い

ま
す

。
  

 こ
れ

に
よ

り
酸

素
と

ガ
ス

の
混

合
比

を
か

え
、

炎
と

温
度

の
状

態
を

調
整

し
ま

す
。

○
 熔

接
用

バ
ー

ナ
ー

の
出

力
は

ガ
ス

が
燃

焼
し

た
時

の
1
時

間
あ

た
り

の
消

費
量

（
㍑

）
を

表
し

て
お

り
そ

の
数

値
が

火
口

に
打

刻
さ

れ
て

い
ま

す
。

重
要

  
可

燃
性

ガ
ス

及
び

酸
素

を
使

用
し

金
属

の
熔

接
、

切
断

ま
た

は
加

熱
作

業
を

行
う

場
合

は
  

  
  

 労
働

安
全

衛
生

規
則

に
基

づ
き

下
記

１
～

３
の

い
ず

れ
か

の
資

格
が

必
要

で
す

。
  

  
  

  
資

格
を

有
し

な
い

も
の

は
当

製
品

を
使

用
し

て
は

い
け

ま
せ

ん
。

  
  

  
 労

働
安

全
衛

生
規

則
 第

4
1
条

（
就

業
制

限
に

つ
い

て
の

規
則

）
  

  
  

 １
．

ガ
ス

熔
接

作
業

主
任

者
免

状
を

受
け

た
も

の
  

  
  

 ２
．

ガ
ス

熔
接

技
能

講
習

を
終

了
し

た
も

の
  

  
  

 ３
．

そ
の

他
労

働
大

臣
が

定
め

る
も

の

火
口

付
属

火
口

混
合

管

酸
素

バ
ル

ブ

握
り

管

ｱ
ｾ

ﾁ
ﾚ
ﾝ
継

手

酸
素

継
手

ｱ
ｾ

ﾁ
ﾚ
ﾝ
ﾊ

ﾞﾙ
ﾌ
ﾞ

吹
管

ｶ
ﾞｽ

ﾎ
ｰ

ｽ
ｱ

ｾ
ボ

ン
ベ

酸
素

ボ
ン

ベ

酸
素

ﾎ
ｰ

ｽ

ｱ
ｾ

調
整

器

酸
素

調
整

器

1
3
1
m

m


